
第一中京圏トンネル（大針工区）における肌落ち災害について 

 

○これまでの経緯 

平成 31 年 4 月 8 日 中央アルプストンネル（山口）工事で陥没が発生  

令和元年 10 月 7 日 県が事業者に対し、「中央新幹線、中央アルプストンネル工 

事（山口）における地盤沈下に係る環境保全措置に対する知

事意見書」を提出  

令和 3 年 10 月 27 日 瀬戸トンネル崩落死傷事故発生 

12 月 22 日 事業者が県に「中央新幹線瀬戸トンネル新設工事における 

肌落ちによる災害に関する報告書」を提出 

令和 4 年 2 月 25 日 県が事業者に対し、中央新幹線瀬戸トンネル新設工事事故に

関する知事意見書を提出 

令和 6 年 7 月 30 日 第一中京圏トンネル（大針工区）における肌落ち災害発生 

8 月 27 日 岐阜県環境影響評価審査会地盤委員会開催 

 

○審査事項 

令和 6 年 7 月 30 日に発生した第一中京圏トンネル（大針工区）における肌落ち災

害について、地盤沈下等の環境への影響がなかったのか、中央アルプストンネル（山

口）及び瀬戸トンネルの事案を受けて講ずべきとした環境保全措置が適切に履行され

ていたか、当委員会において確認を行う。 

 

○第一中京圏トンネル（大針工区）新設工事に係る環境保全計画書 

令和 2年 6月 15 日提出（令和 4年 4月 25 日変更） 

地盤沈下を防止する環境保全措置 

・設計段階で採用した構造及び工法とその選定理由 

・地山状況を確認するための切羽観測や坑内計測の実施内容 

・不安定な地山と判断する場合のメルクマール 

・施行中に不安定な地山と判断した場合の具体的対策 

・施行中の工法の変更、追加的な措置を講ずる必要がある場合 

を含めた、ＪＲ東海の管理監督体制 

 

 

資料５－１ 

中央アルプストンネル 

(山口)の陥没を受けた記載事項 

瀬戸トンネルの 

肌落ち災害を受けた追加事項 



 

     

       

         

 

         

    

 

  
 

 
 

 

 

 
 

 

           

           

 
 

 
 

 

 

 

  

「第一中京圏トンネル新設（大針工区）工事における環境保全について」抜粋
　　　　　　　　　　　　　　　令和2年6月15日提出（令和4年4月25日変更）



 

     

 

 

         

        

      

 

   

   

  

   

   

   

 

  

  

 

      

     

   

 

 

 

 



 

     

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   


